
令和５年５月７日（日）
ベイコム総合体育館（尼崎市記念公園）

内閣総理大臣杯争奪
第61回 

西日本実業柔道団体対抗大会
報告書

頂きは高く 裾野は広く
Altius, Latius



 

「
内
閣
総
理
大
臣
杯
争
奪
　
第
61
回
　

西
日
本
実
業
柔
道
団
体
対
抗
大
会
」
は
、

５
月
７
日
に
ベ
イ
コ
ム
総
合
体
育
館（
尼
崎

市
記
念
公
園
）に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
今

大
会
か
ら
、
35
歳
以
上
、
40
歳
以
上
、
45

歳
以
上
の
選
手
か
ら
な
る
「
男
子
シ
ニ
ア

の
部
」
を
新
設
し
、
前
大
会
か
ら
の
初
参

加
チ
ー
ム
と
女
子
チ
ー
ム
の
参
加
料
免
除

に
続
き
、
本
大
会
の
理
念
で
あ
る
「
頂
き

は
高
く
、
裾
野
は
広
く
」
の
具
現
化
に

取
り
組
ん
だ
。
本
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
拡
大
前
の
形
に
戻
し
、
男
子
シ
ニ

ア
の
部
を
加
え
た
５
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
、
男

子
66
チ
ー
ム
、
女
子
４
チ
ー
ム
の
合
計
70

チ
ー
ム
で
の
開
催
と
な
っ
た
。

今
大
会
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
映
を
全

４
試
合
場
で
実
施
し
、
開
会
式
、
４
試
合

場
で
の
全
試
合
、
並
び
に
閉
会
式
の
模
様

を
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
を
通
じ
て
画
像
配
信

を
行
っ
た
。

10
時
、
田
中
裕
二
大
会
委
員
長
の
開
会

宣
言
で
開
会
式
が
始
ま
り
、
国
歌
斉
唱
、

第
59
回
大
会
、
第
60
回
記
念
大
会
の
各
部

優
勝
チ
ー
ム
か
ら
の
優
勝
杯
・
優
勝
旗
返

還
の
後
、
松
本
秀
作
大
会
会
長
が
開
会
の

挨
拶
を
行
っ
た
。
来
賓
挨
拶
で
は
、
地
元

尼
崎
市
を
代
表
し
て
尼
崎
市
教
育
長
の
白

畑
優
様
か
ら
、
続
い
て
尼
崎
市
体
育
協
会

会
長
の
阪
本
茂
樹
様
か
ら
歓
迎
の
挨
拶
を

頂
戴
し
た
。

尼
崎
市
長
の
松
本
眞
様
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
披
露
の
後
、
男
子
シ
ニ
ア
の
部
新

設
を
記
念
し
て
、
最
年
長
の
大
阪
ガ
ス
の

喜
多
康
之
選
手
と
冨
田
寛
司
選
手
の
２
名

に
対
し
、
そ
の
情
熱
と
気
概
を
称
え
、
特

別
奨
励
賞
の
授
与
が
行
わ
れ
た
。

最
後
に
、
本
大
会
で
61
回
連
続
出
場
と

な
る
日
本
製
鉄
の
黒
岩
貴
信
選
手
に
よ
る

選
手
宣
誓
が
行
わ
れ
、
開
会
式
が
終
了
。

引
き
続
き
４
試
合
場
に
分
か
れ
て
試
合
が

開
始
さ
れ
た
。

松本会長挨拶

来賓 尼崎市 白畑教育長挨拶

来賓 尼崎市体育協会 阪本会長挨拶

開会式全景

男子シニアの部 特別奨励賞を受賞した大阪ガス 喜多選手と冨田選手
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男
　
子

第
１
部
は
旭
化
成
が
４
年
ぶ
り
33
回
目

の
優
勝

今
大
会
か
ら
「
男
子
シ
ニ
ア
の
部
」
を

新
設女

　
子

Ｊ
Ｒ
九
州
が
５
年
ぶ
り
６
回
目
の
優
勝
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田中理事長中締め挨拶

記念祝賀会全景

功労者表彰　瀬戸口常任顧問挨拶

松本会長から森名誉会長への感謝状贈呈功労者表彰

来賓 尼崎柔道協会 村上会長による
乾杯のご発声

西
日
本
実
業
柔
道
連
盟
は
、
昭
和
35
年

（
１
９
６
０
年
）に
発
足
し
、
２
０
２
０
年
に

創
立
60
周
年
を
迎
え
た
。
本
来
は
同
年
に
記

念
式
典
を
開
催
す
べ
き
と
こ
ろ
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
開
催
が
３

年
間
延
期
さ
れ
、
よ
う
や
く
第
61
回
西
日
本

実
業
柔
道
団
体
対
抗
大
会
開
催
前
日
の
５
月

６
日（
土
）に
、
ホ
テ
ル
ヴ
ィ
ス
キ
オ
尼
崎
2

階
オ
ー
ク
に
お
い
て
開
催
の
運
び
と
な
っ
た
。

記
念
式
典
は
18
時
に
開
始
さ
れ
、
松
本
秀

作
西
日
本
実
業
柔
道
連
盟
会
長
が
開
式
に
あ

た
っ
て
の
挨
拶
を
行
っ
た
。
続
い
て
、
ご
来

賓
を
代
表
し
て
尼
崎
市
体
育
協
会
会
長 
阪

本
茂
樹
様
と
全
日
本
柔
道
連
盟
専
務
理
事 

中
里
壮
也
様
の
お
二
方
よ
り
ご
祝
辞
を
頂
戴

し
た
。

ご
来
賓
の
方
々
お
よ
び
当
連
盟
役
員
の
紹

介
の
後
、
本
年
ま
で
17
年
間
に
わ
た
っ
て
当

連
盟
の
活
動
に
対
し
、
理
念
を
掲
げ
そ
の
具

現
化
に
卓
越
し
た
指
導
力
を
発
揮
さ
れ
た
、

前
会
長
の
森
詳
介
名
誉
会
長
に
対
し
て
、
松

本
秀
作
会
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

ま
た
、
当
連
盟
の
事
業
運
営
に
功
績
の
あ
っ

た
左
記
の
11
名
に
対
し
、
功
労
者
表
彰
が
行

わ
れ
た
。

【
功
労
者
表
彰
受
賞
者
】

瀬
戸
口
正
征
常
任
顧
問
、
谷
口
重
道
参
与
、

藤
原
良
平
参
与
、
水
谷
久
夫
参
与
、
吉
岡
智

行
参
与
、
小
泉
友
厚
常
任
理
事
、
中
川
達
治

常
任
理
事
、
広
瀬
武
常
任
理
事
、
布
施
玄
秀

常
任
理
事
、
横
田
輝
隆
常
任
理
事
、
高
橋
正

次
郎
理
事

祝
賀
会
は
、
尼
崎
柔
道
協
会
会
長 

村
上

弘
一
様
に
よ
る
乾
杯
の
ご
発
声
で
開
始
と
な

り
、
会
場
は
過
去
10
大
会
の
決
勝
戦
の
映
像

が
流
れ
る
中
、
し
ば
し
食
事
、
歓
談
で
の
和

や
か
な
時
間
が
流
れ
た
。

祝
賀
会
も
盛
況
の
う
ち
に
時
間
と
な
り
、

19
時
40
分
、
田
中
裕
二
当
連
盟
理
事
長
に
よ

る
中
締
め
の
挨
拶
で
祝
賀
会
は
お
開
き
と

な
っ
た
。

「
西
日
本
実
業
柔
道
連
盟

創
立
60
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
」
開
催

4

連盟役員日本製鉄 黒岩選手による選手宣誓

松本会長挨拶来賓 全日本柔道連盟 中里専務理事ご祝辞 来賓 尼崎市体育協会 阪本会長ご祝辞



① １

男子第２部

Aブロック

Bブロック

決勝戦

旭化成

旭化成

１ 大 阪 刑 務 所

２ 国 分 自 衛 隊

３ ダ イ コ ロ

４ 大 阪 ガ ス Ａ

５ 日 本 生 命

６ 日 本 製 鉄

７ 安 川 電 機

８ 大 阪 ガ ス Ｂ

９ 神 戸 刑 務 所

10 O G A W A 警 備

日 本 製 鉄

男子第１部

チーム名 旭化成 ＪＲ九州 日本エースサポートＢ 九州電力 勝 敗 順 位

旭化成 ５－０ ４－０ ３－０ ３ １○ ○ ○

ＪＲ九州 ０－５ １－３ １－２ ０ ４× × ×

日本エースサポートＢ ０－４ ３－１ ３－１ ２ ２× ○ ○

九州電力 ０－３ ２－１ １－３ １ ３× ○ ×

チーム名 日本製鉄 戸髙鉱業社 日本エースサポートA 東レ 勝 敗 順 位

日本製鉄 ５－０ ４－０ ４－０ ３ １○ ○ ○

戸髙鉱業社 ０－５ ２－２ １－３ ０ ４× ― ×

日本エースサポートA ０－４ ２－２ ４－１ １ ２× ― ○

東レ ０－４ ３－１ １－４ １ ３× ○ ×

日本製鉄

各 部 勝 ち 上 り 表
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０

１

１

１

４

０

４

４

２

４

２

２

３

１

４

０

０

１

［旭化成］

［日本製鉄］

［Ｂブロック　最終戦］

［準決勝戦　第２試合］

日本製鉄 日本エースサポートA４　－　０

日本製鉄 神戸刑務所４　－　１

［Ａブロック　最終戦］

［準決勝戦　第１試合］

［決　勝　戦］

［決　勝　戦］

（先鋒） 山本 悠司 3 段 ○ 反 則 勝 三 井 大 輝 4 段
（次鋒） 千野根有我 4 段 ○ 合 せ 技 小原 弘暉 2 段
（中堅） 羽田野竜輝 3 段 ○ 払 腰 納庄 兵芽 3 段
（副将） 中西 一生 4 段 ○ 背 負 投 大村 康太 3 段
（大将） 川田 修平 3 段 引き分け 関根 聖隆 3 段

（先鋒） 手柴宗一郎 2 段 指導差２ K 兵 頭　 京 3 段
（次鋒） 一ノ瀬大暉 3 段 K 指導差２ 長谷川樹希 3 段
（中堅） 小田 春樹 2 段 指導差２ K 門田 昇馬 4 段
（副将） 清政 真人 2 段 技有優勢 亀谷 嗣温 2 段
（大将） 前山 昌平 4 段 引き分け 辻本 智大 初段

（先鋒） 中西 一生 4 段 ○ 裏 投 植岡虎太郎 4 段
（次鋒） 羽田野竜輝 3 段 指導差２ K 佐藤 和哉 3 段
（中堅） 千野根有我 4 段 引き分け 木元 拓人 3 段
（副将） 山本 悠司 3 段 引き分け 黒岩 貴信 3 段
（大将） 川田 修平 3 段 引き分け 田中 源大 3 段

（先鋒） 兵 頭　 京 3 段 指導差２ K 佐藤 大知 3 段
（次鋒） 長谷川樹希 3 段 内 股 ○ 上田 轄麻 3 段
（中堅） 門田 昇馬 4 段 反 則 勝 ○ 谷井 大輝 4 段
（副将） 亀谷 嗣温 2 段 引き分け 山村 陸斗 3 段
（大将） 辻本 智大 初段 大 外 刈 ○ 大橋 賢人 2 段

（先鋒） 黒岩 貴信 3 段 ○ 内 股 服部 竜也 3 段
（次鋒） 佐藤 和哉 3 段 ○ 大 内 刈 福田 大吾 3 段
（中堅） 田 中 源 大 3 段 ○ 不 戦 勝
（副将） 植岡虎太郎 4 段 引き分け 野上廉太郎 2 段
（大将） 木元 拓人 3 段 技有優勢 中島 大貴 3 段

（先鋒） 佐藤 大知 3 段 指導差２ K 木村 友輔 2 段
（次鋒） 上田 轄麻 3 段 ○ 支釣込足 岡田 一真 2 段
（中堅） 谷井 大輝 4 段 ○ 内 股 東部 雄大 3 段
（副将） 山村 陸斗 3 段 ○ 合 せ 技 河合賢太郎 4 段
（大将） 大橋 賢人 2 段 ○ 不 戦 勝

旭化成 日本エースサポートB４　－　０

ダイコロ 大阪ガスＡ１　－　３

旭化成 日本製鉄①　－　１

大阪ガスＡ 日本製鉄０　－　４

■男子第１部

■男子第２部
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各 部 勝 ち 上 り 表
男子第３部

１ 安 川 電 機

２ 神 戸 刑 務 所

３ イ カ イ 九 州

４ 不二熱学サービス

５ 吉 川 工 業 Ａ

６ 豊 中 市 役 所

７ 関 西 医 療 学 園

８ 神 戸 拘 置 所

９ 瀬 田 柔 道 会

10 徳 島 刑 務 所

11 東 レ

12 加 古 川 刑 務 所 Ｂ

13 戸 髙 鉱 業 社 Ｂ

14 姫 路 少 年 刑 務 所

15 ＡＬＳＯＫ近畿Ｂ

16 京 都 刑 務 所 Ａ

17 氣 樂 道 場 Ａ

18 明 道 館

19 関 西 電 力 Ａ

20 日 本 生 命

21 加 古 川 刑 務 所 Ａ

22 関 西 電 力 Ｂ

23 O s a k a  M e t r o

24 東 建 大

25 日 本 製 鉄 大 分

26 吉 川 工 業 Ｃ

27 京都医健専門学校

28 京 都 刑 務 所 Ｂ

29 興 徳 ク リ ー ナ ー

30 九 電 工

31 戸 髙 鉱 業 社 Ａ

32 吉 川 工 業 Ｂ

33 鳥 取 刑 務 所

34 ＡＬＳＯＫ近畿Ａ

35 日 亜 化 学 工 業

36 国 分 自 衛 隊

37 氣 樂 道 場 Ｂ

38 兵 庫 県 教 員

39 平 川 商 事

40 エ イ チ ア イ

不
二
熱
学
サ
ー
ビ
ス
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２

１代

１

０

２

２

３

２

１代

１代

１

０

１

１代

３

０

０

０

０

１

１

０

０

０

０

１

０

２

２

０

１

１

０

０

１

３

０

３

１代

０

３

２

２

１

１代

０

１

０

１

１

１代

２

３

２

２

２

０

１ ２

２

１

３

１代

０

３

０

１

３

０

０

１

２

１

２

０

２

２

１

［ＪＲ九州］

［最　終　戦］

（先鋒） 西尾 果連 ３段 引き分け 佐藤 春菜 ３段
（中堅） 安松 春香 ４段 引き分け 浦　 明澄 ３段
（大将） 梅津 志悠 ４段 技有優勢 野澤 知莉 ３段

ＪＲ九州 日本エースサポート１　－　０

■女子の部

［不二熱学サービス］

［九州電力］

［準決勝戦　第１試合］

［準決勝戦　第１試合］

［決　勝　戦］

［決　勝　戦］

［準決勝戦　第２試合］

［準決勝戦　第２試合］

（先鋒） 邊川 湧大 3 段 ○ 大 外 刈 神谷 鷹史 4 段
（中堅） 今野 祐斗 3 段 反 則 勝 ○ 山本 考一 4 段
（大将） 森部 知篤 3 段 ○ 払 腰 久保 篤史 3 段

（先鋒） 布施　 誠 ４段 払 腰 ○ 近藤 雅和 ３段
（中堅） 鎌田 大輔 ２段 背 負 投 ○ 川波慎太郎 ６段
（大将） 谷本　 晃 ４段 支釣込足 ○ 前田 貴志 ５段

（先鋒） 邊川 湧大 3 段 引き分け 竹内 龍生 3 段
（中堅） 結城 汰一 3 段 ○ 不 戦 勝
（大将） 森 部 知 篤 3 段 引き分け 顕徳 大晴 3 段

（先鋒） 近藤 雅和 ３段 ○ 大 外 刈 吉薗 勇太 ４段
（中堅） 川波慎太郎 ６段 引き分け 田中 寛仁 ５段
（大将） 前田 貴志 ５段 ○ 横四方固 岩本 啓一 ４段

（先鋒） 砂田 将吾 2 段 反 則 勝 ○ 竹内 龍生 3 段
（中堅） 平下麟太郎 3 段 ○ 不 戦 勝
（大将） 秋田　滴 3 段 腕挫十字固 ○ 顕徳 大晴 3 段

（先鋒） 寺田 雅人 ３段 引き分け 吉薗 勇太 ４段
（中堅） 平田 和義 ５段 引き分け 田中 寛仁 ５段
（大将） 上薗 義明 ５段 引き分け 岩本 啓一 ４段
（代表） 寺田 雅人 ３段 合 せ 技 ○ 田中 寛仁 ５段

不二熱学サービス 京都刑務所Ａ２　－　１

瀬田柔道会 九州電力０　－　３

不二熱学サービス 平川商事１　－　０

九州電力 ダイコロ２　－　０

興徳クリーナー 平川商事１　－　２

ひらた整骨院クラブＡ ダイコロ０　－　０

■男子第３部

■男子シニアの部

代
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優　勝 準　優　勝 第　３　位

男子第１部 旭 化 成 日 本 製 鉄 日本エースサポートＢ 日本エースサポートＡ

男子第２部 日 本 製 鉄 大 阪 ガ ス Ａ ダ イ コ ロ 神 戸 刑 務 所

男子第３部 不 二 熱 学 サ ー ビ ス 平 川 商 事 京 都 刑 務 所 Ａ 興 徳 ク リ ー ナ ー

男子シニアの部 九 州 電 力 ダ イ コ ロ 瀬 田 柔 道 会 ひらた整骨院クラブＡ

女子の部 J R 九 州

【最優秀選手賞】
男子第１部 ：銅金賞（１名） 中西　一生（旭化成）
女子の部 ：岡林賞（１名） 梅津　志悠（ＪＲ九州）
男子第２部 ：米澤賞（１名） 上田　轄麻（日本製鉄）
男子第３部 ：龍村賞（１名） 邊川　湧大（不二熱学サービス）
男子シニアの部 ：森　賞（１名） 前田　貴志（九州電力）

【松本賞】（最優秀新人賞）
男子の部（１名） 中西　一生（旭化成）
女子の部（１名） 西尾　果連（JR九州）

【優秀選手賞】
男子第１部（３名） 千野根有我（旭化成）

黒岩　貴信（日本製鉄）
佐藤　和哉（日本製鉄）

男子第２部（３名） 谷井　大輝（日本製鉄）
亀谷　嗣温（大阪ガスＡ）
木村　友輔（神戸刑務所）

男子第３部（３名） 森部　知篤（不二熱学サービス）
竹内　龍生（平川商事）
山本　考一（京都刑務所Ａ）

男子シニアの部（３名） 近藤　雅和（九州電力）
田中　寛仁（ダイコロ）
平田　和義（ひらた整骨院クラブＡ）

女子の部（３名） 安松　春香（JR九州）
浦　　明澄（日本エースサポート）
橋本　朱未（吉川工業）

第61回  西日本実業柔道団体対抗大会成績一覧表
2023（令和５）年５月７日（日）・ベイコム総合体育館（尼崎市記念公園）

11

松本賞(男子)受賞
旭化成

中西一生選手

松本賞(女子)受賞
JR九州

西尾果連選手

銅金賞受賞
旭化成

中西一生選手

岡林賞受賞
JR九州

梅津志悠選手

森賞受賞
九州電力

前田貴志選手

龍村賞受賞
不二熱学サービス

邊川湧大選手

米澤賞受賞
日本製鉄

上田轄麻選手

男子シニアの部

１ 大 阪 ガ ス Ａ

２ 瀬 田 柔 道 会

３ 九 州 電 力

４ ひらた整骨院クラブB

５ 豊 中 市 役 所

６ ひらた整骨院クラブA

７ 大 阪 ガ ス Ｂ

８ ダ イ コ ロ

女子の部

チーム名 JR九州 大阪刑務所 日本エースサポート 吉川工業 勝 敗 順 位

JR九州 ３－０ １－０ ２－０ ３ １○ ○ ○

大阪刑務所 ０－３ １－２ １－２ ０ ４× × ×

日本エースサポート ０－１ ２－１ ２－１ ２ ２× ○ ○

吉川工業 ０－２ ２－１ １－２ １ ３× ○ ×

九
州
電
力

10

１

０ ０

０

０３

１代

３ ０代

３

２

２ ０

０

社会医療法人



●
広
告
・
賛
助
の
協
賛
団
体
・
個
人 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

☆
当
連
盟
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　http://w
w

w
.w

estjudo.jp/

　
　
※
本
大
会
の
よ
り
詳
細
な
情
報
は
当
連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

　
　
　  

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
第
１
回
大
会（
昭
和
35
年
）か
ら
の
成
績
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
た
第
43
回
大
会（
平

成
15
年
）以
降
は
、
試
合
結
果
の
詳
細
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

☆
事
務
局

　
　
〒
５
７
３

－

１
１
３
２

　
　
大
阪
府
枚
方
市
招
提
田
近
２

－

８

　
　
ダ
イ
コ
ロ
株
式
会
社
内

　
　
電
　
話
　
　
０
７
２（
８
５
０
）０
７
７
３

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
　
０
７
２（
８
５
０
）０
７
７
２

　
　
E
メ
ー
ル
　jim

@
w

estjudo.jp

　
　
※  

電
話
に
即
答
出
来
な
い
場
合
が
多
々
あ
り
ま
す
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
い
た
だ
き
、
出
来
る
だ
け
Ｅ
メ
ー
ル
に
よ
る
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

発
行
日
　
　
令
和
５
年
７
月
１
日

発
　
行
　
　
西
日
本
実
業
柔
道
連
盟

発
行
人
　
　
西
日
本
実
業
柔
道
連
盟
　
理
事
長
　
田
中
裕
二

編
　
集
　
　
西
日
本
実
業
柔
道
連
盟
　
広
報
委
員
会

印
　
刷
　
　
ダ
イ
コ
ロ
株
式
会
社

連
盟
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　
令
和
５
年
度
　
総
会
・
理
事
会
・
常
任
理
事
会
合
同
会
議
は
、
令

和
５
年
２
月
20
日（
月
）に
、
森
詳
介
会
長
が
会
員
全
員（
連
盟
役
員

69
名
、
企
業
・
団
体
34
名
、
合
計
１
０
３
名
）及
び
監
事
２
名
に
対

し
て
、
総
会
・
理
事
会
・
常
任
理
事
会
の
決
議
の
目
的
で
あ
る
左
記

の
事
項
に
つ
い
て
提
案
を
発
し
、
当
該
提
案
に
つ
き
、
令
和
５
年
２

月
28
日（
火
）ま
で
に
会
員
全
員
か
ら
同
意
の
意
思
表
示
と
監
事
全
員

か
ら
異
議
が
な
い
旨
の
意
思
表
示
を
得
た
こ
と
に
よ
り
、
当
該
議
案

を
承
認
可
決
す
る
旨
の
決
議
が
あ
っ
た
と
み
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
１
号
議
案

　
　
令
和
４
年
度
事
業
報
告
な
ら
び
に
収
支
決
算
報
告
の
件

　
第
２
号
議
案

　
　
令
和
５
年
度
事
業
計
画
案
な
ら
び
に
予
算
案
の
件

　
第
３
号
議
案

　
　
令
和
５
年
度
、
６
年
度
役
員
改
選
案
の
件

「
令
和
５
年
度
　
総
会
・
理
事
会
・

常
任
理
事
会
合
同
会
議
」

㈱あいテレビ
旭化成㈱
朝比奈興産㈱
㈱アサヒペン
阿比野建設㈱
弁護士　飯田　隆
㈱イクロスホールディングス
㈲伊志嶺商会
泉川興産㈱
樹工房
茨木紙業㈱
岩谷産業㈱
㈱内田組
栄真電業
NRMホールディングス㈱
㈱愛媛銀行
㈱MJ保険事務所　宮井　淳
㈱エル・スエヒロフードサービス
大阪ガス㈱
㈱オーノ
岡田化成㈱
㈱オキシテック
㈱柿丸建設
金森　大蔵
金森　猛
KAMIX㈱
河本興業㈱
関西医療学園専門学校
一般財団法人関西電気保安協会
関西七柔会囲碁の会
㈱関西ブライダル
関西レコードマネジメント㈱
㈱かんでんエンジニアリング

関電サービス㈱
㈱KANSOテクノス
九州電力㈱
九州旅客鉄道㈱
清堀写真製版㈱
京都医健専門学校
近畿通関㈱
㈱九櫻
㈱熊田洋紙店
クラレ岡山
グリーンホスピタルサプライ㈱
㈱グルメ杵屋
京阪ビルテクノサービス㈱
社会医療法人恵風会高岡病院
㈱佐々木冷菓
サラヤ㈱
サンディズ㈱
SANWA・TRANS・NET㈱
医療法人十全会
新生紙パルプ商事㈱
新日本製本㈱
医療法人聖光園細野診療所
㈱前進
㈱そごう
大金建設㈱
ダイコロ㈱
大成エンジニアリング㈱
大宝運輸㈱
辰巳　幸二
柘植　陽三
東京六大学柔道部関西OB会
東レ㈱
㈱戸髙鉱業社

冨田総合法律事務所
豊建商事㈱
ナニワ商事㈱
㈱ナニワ製作所
南海不動産㈱
日新被服㈱
日鉄興和不動産㈱
日本生命保険相互会社
日本電化工業所㈱
㈱日本トリム
日本被服工業㈱
日本製鉄㈱
㈱初亀
初田防災設備㈱
㈱VJグループ
日ノ出紙料㈱
㈱ヒノテック
不二熱学サービス㈱
富士フイルムグラフィックソリューションズ
㈱フセナガセ
ホクシン建設㈱
㈱丸喜
水間鉄道㈱
㈱ミユキ
森　和義
㈱安川電機
㈱ユアーショップ
吉川工業㈱
㈱ライズ広告社
㈲隆祥産業
和田商事㈱

こ
の
度
は
、「
特
別
奨
励
賞
」
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
由
緒
あ
る
大
会
で
、
並
み
い

る
強
豪
選
手
の
皆
さ
ん
の
前
で
表
彰
を
受
け
る
な
ど
、
私
に

と
っ
て
は
、
お
よ
そ
こ
れ
ま
で
の
柔
道
人
生
で
は
皆
無
、
ま
さ

に
夢
の
よ
う
な
瞬
間
で
し
た
。
お
取
り
計
ら
い
く
だ
さ
っ
た
大

会
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

「
男
子
シ
ニ
ア
の
部
」
で
対
戦
し
て
く
だ
さ
っ
た
ダ
イ
コ
ロ
の
田

中
選
手
に
は
、
高
齢
か
つ
体
格
で
圧
倒
的
に
劣
る
私
を
相
手
に
、

怪
我
を
さ
せ
な
い
よ
う
さ
ぞ
気
を
遣
わ
れ
た
こ
と
と
拝
察
い
た

し
ま
す
が
、
真
剣
に
試
合
を
し
て
い
た
だ
き
、
深
く
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
当
然
な
が
ら
指
導
３
で
の
反
則
負
け
と
な
り
ま
し

た
が
、
試
合
後
は
と
て
も
清
々
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

西
日
本
実
業
柔
道
連
盟
の
標
榜
さ
れ
て
い
る
理
念
「
頂
き
は

高
く
、
裾
野
は
広
く
」
に
即
し
て
言
え
ば
、「
頂
き
」
に
は
程

遠
く
、「
裾
野
」
ば
か
り
を
歩
い
て
き
ま
し
た
。
中
学
・
高
校

で
柔
道
部
に
入
り
、
そ
の
後
は
地
元
で
子
ど
も
の
柔
道
教
室
の

指
導
を
し
な
が
ら
細
々
と
続
け
て
き
た
も
の
の
、
高
校
や
大
学

の
名
門
チ
ー
ム
に
所
属
し
た
経
験
は
な
く
、
た
ま
た
ま
会
社
の

柔
道
部
に
誘
わ
れ
て
50
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
正
式
に
入
部
す
る
ま

で
、
実
業
団
柔
道
と
も
無
縁
で
し
た
。
要
す
る
に
、
選
手
と
し

て
人
に
誇
れ
る
よ
う
な
華
々
し
い
柔
道
歴
は
何
一
つ
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
ん
な
私
で
も
、
長
く
続
け
て
い
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
晴

れ
が
ま
し
い
機
会
も
あ
る
の
だ
な
あ
と
、
改
め
て
柔
道
へ
の
感

謝
の
思
い
で
一
杯
で
す
。
今
年
で
59
歳
、
来
年
で
還
暦
を
迎
え

ま
す
が
、
畳
の
上
に
立
て
る
こ
と
の
喜
び
を
噛
み
し
め
、
柔
道

へ
の
恩
返
し
の
つ
も
り
で
、
今
後
も
生
涯
柔
道
を
め
ざ
し
て
精

進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
男
子
シ
ニ
ア
の
部
」
特
別
奨
励
賞
を
受
賞
し
て

大
阪
ガ
ス
株
式
会
社
　
柔
道
部

冨
田
　
寛
司

13

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
収
束
し
つ
つ
あ
る
中
、
内
閣
総
理

大
臣
杯
争
奪
第
61
回
西
日
本
実
業
柔
道
団
体
対
抗
大
会
の
開
催
、

ま
た
運
営
に
ご
尽
力
さ
れ
た
方
々
に
は
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

伝
統
あ
る
本
大
会
に
当
社
は
第
59
回
大
会
以
来
の
出
場
と
な
り

ま
し
た
。

出
場
し
た
す
べ
て
の
参
加
チ
ー
ム
が
各
社
の
名
誉
を
か
け
、
勝

利
を
見
据
え
て
戦
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
予
選
リ
ー
グ
か
ら
気
の
抜

け
な
い
緊
張
感
の
あ
る
試
合
展
開
が
続
き
ま
し
た
。
迎
え
た
決

勝
戦
で
は
、
強
豪
選
手
を
ず
ら
り
と
並
べ
た
相
手
チ
ー
ム
に
苦
戦

を
想
定
し
て
い
ま
し
た
。
先
鋒
戦
で
一
本
勝
ち
を
果
た
し
、
次
鋒

戦
は
僅
差
で
敗
れ
た
も
の
の
、
中
堅
戦
以
降
の
選
手
が
先
鋒
戦
で

得
た
虎
の
子
の
1
点
を
守
り
切
る
と
い
う
、
戦
前
の
予
想
通
り

厳
し
い
試
合
で
し
た
が
、
何
と
か
勝
利
を
掴
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
優
勝
し
た
こ
と
は
勿
論
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
が
、
こ
の
緊
張

感
の
あ
る
大
会
で
仲
間
を
信
じ
勝
利
を
得
た
こ
と
が
選
手
た
ち
の

自
信
に
繋
が
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
観
点

に
お
い
て
も
本
大
会
の
重
要
度
は
非
常
に
高
い
と
感
じ
て
お
り
ま

す
の
で
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
歴
史
あ
る
本
大
会
が
61
回
目
の
歩
み
を
始
め
ま
し
た
。

西
日
本
実
業
柔
道
連
盟
の
今
後
の
益
々
の
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

ま
ず
、
西
日
本
実
業
柔
道
団
体
対
抗
大
会
の
大
会
理
念
「
頂

は
高
く
、
裾
野
は
広
く
」
を
体
現
す
べ
く
新
設
さ
れ
た
35
歳
以

上
を
対
象
と
し
た
男
子
シ
ニ
ア
の
部
に
お
い
て
、
記
念
す
べ
き

第
1
回
大
会
で
優
勝
で
き
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

選
手
と
し
て
自
身
の
鍛
錬
に
努
め
る
だ
け
で
な
く
、
町
道
場

な
ど
で
の
柔
道
指
導
他
、
地
域
の
柔
道
普
及
に
も
取
り
組
む
当

社
柔
道
部
と
し
て
、
本
カ
テ
ゴ
リ
ー
新
設
の
意
義
に
賛
同
し
、

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

現
在
、
日
本
柔
道
界
が
抱
え
る
課
題
で
あ
る
柔
道
普
及
拡
大

に
あ
た
っ
て
は
、
若
年
層
の
柔
道
人
口
拡
大
の
取
り
組
み
だ
け

で
な
く
、
シ
ニ
ア
層
向
け
の
柔
道
環
境
の
整
備
も
必
要
で
あ
り
、

今
回
新
設
さ
れ
た
シ
ニ
ア
の
部
は
こ
の
環
境
整
備
に
大
い
に
貢

献
す
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

実
際
に
試
合
を
観
戦
す
る
中
で
も
、
単
に
勝
負
の
場
だ
け
で

な
く
、
柔
道
に
真
摯
に
向
き
合
う
共
通
の
仲
間
と
し
て
チ
ー
ム

の
枠
を
越
え
た
絆
を
深
め
る
場
に
も
な
っ
て
お
り
、
皆
が
活
き

活
き
と
し
た
表
情
を
し
て
い
た
こ
と
が
非
常
に
印
象
的
で
あ
り
、

柔
道
普
及
拡
大
に
あ
た
っ
て
本
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
果
た
す
意
義
は

大
き
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

次
回
以
降
も
、
当
社
柔
道
部
と
し
て
積
極
的
に
大
会
参
加
を

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
今
後
も
本
大
会
が
大
会
理
念
を
真
に
体
現
す
る

大
会
と
な
る
べ
く
、
シ
ニ
ア
の
部
を
含
め
参
加
企
業
が
増
え
、

益
々
盛
大
に
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
祈
念
し
、
挨
拶

に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
度
は
「
特
別
奨
励
賞
」
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
賞
を
授
与
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
方
は
も

ち
ろ
ん
、
柔
道
を
通
じ
て
今
日
ま
で
携
わ
り
ま
し
た
方
々
に
心

よ
り
感
謝
し
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「
奨
励
賞
」
と
は
、「
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
人
や
団
体

に
対
し
て
将
来
の
期
待
を
込
め
て
贈
ら
れ
る
賞
」
と
の
こ
と
で

す
。
私
は
現
在
60
歳
で
す
が
、
今
後
一
層
柔
道
の
稽
古
を
積
み
、

大
会
で
そ
の
成
果
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
精
進
し
ま
す
こ
と
を

こ
こ
に
誓
い
ま
す
。
ま
た
、
柔
道
選
手
と
し
て
の
活
動
以
外
に

各
柔
道
連
盟
の
役
員
や
学
校
柔
道
・
少
年
柔
道
の
指
導
等
、
柔

道
に
関
す
る
こ
と
に
貪
欲
に
携
わ
り
、
少
し
で
も
柔
道
界
の
お

役
に
立
ち
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
頂
き
は
高
く
、
裾
野
は
広
く
」
は
西
日
本
実
業
柔
道
連
盟

の
理
念
と
し
て
既
に
定
着
し
て
い
ま
す
。「
裾
野
は
広
く
」
の

活
動
理
念
の
も
と
、
少
人
数
の
柔
道
愛
好
家
が
名
誉
あ
る
大
会

の
団
体
戦
に
出
場
で
き
る
よ
う
に
男
子
第
3
部
が
設
定
さ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
今
回
年
齢
を
重
ね
て
も
出
場
で
き
る
団
体
戦

を
早
々
と
設
定
さ
れ
た
西
日
本
実
業
柔
道
連
盟
の
先
見
性
・
企

画
力
・
実
行
力
に
心
か
ら
敬
意
を
払
い
ま
す
。
今
後
ま
す
ま
す

「
男
子
シ
ニ
ア
の
部
」
が
発
展
す
る
よ
う
、
連
盟
の
皆
様
と
一

緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
の
所
属
し
て
い
る
大
阪
ガ
ス
は
、
今
大
会
は
男
子
第
2
部

に
2
チ
ー
ム
、
シ
ニ
ア
の
部
に
2
チ
ー
ム
の
合
計
4
チ
ー
ム

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
「
大
阪
ガ
ス
Ａ
」

チ
ー
ム
は
幸
運
に
も
第
２
部
で
準
優
勝
し
、
来
年
男
子
第
１
部

に
昇
格
と
な
り
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
「
頂
き
は
高
く
」
を
実
践

し
て
く
れ
た
も
の
と
現
役
選
手
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
引
き
続

き
、
大
阪
ガ
ス
チ
ー
ム
全
体
と
し
て
「
頂
き
は
高
く
、
裾
野
は

広
く
」
を
実
践
で
き
る
よ
う
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ

て
楽
し
く
生
き
生
き
と
活
動
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

男
子
第
１
部 

優
勝

男
子
シ
ニ
ア
の
部 

優
勝

「
男
子
シ
ニ
ア
の
部
」
特
別
奨
励
賞
を
受
賞
し
て

旭
化
成
株
式
会
社 

柔
道
部
　
副
監
督

海
老
　
泰
博

九
州
電
力
株
式
会
社 

柔
道
部
　
監
督

山
本
　
泰
三

大
阪
ガ
ス
株
式
会
社
　
柔
道
部

喜
多
　
康
之
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